
モデル事業における効果的な保健指導の状況(施設利用型）

事例
年齢 ６０歳代
性別 女性 白子町

項目 (異常値）
基本健診
(６月２日）

評価時健診
(１２月２５日）

健
診
結
果

体重 59.0 55.0
ＢＭＩ 25～ 25.2 23.5
腹囲 男85～・女90～ 94.5 91.2
血糖(空腹時・随時） 110～/140～ 82 95
ＨｂＡ１ｃ 5.5～ 5.3 5.3
中性脂肪 150～ 140 144
ＨＤＬ 40未満 38 45
ＬＤＬ(追） 120～ 167 143
尿酸(追） 7．0～ 3.8 3.5
血圧 130～/85～ 150/86 129/63

異常値数(リスク数） 5（３） 2（0）
＊（リスク数）は暫定版のステップ２のリスク数

２　生活習慣の改
善を参加者自ら選
択するための保健
指導

３　行動変容につな
がるための保健指導

　１　対象者が代謝
等の身体のメカニ
ズムと生活習慣の
関係を理解するた
めの保健指導

・パネルを使用し、「内臓脂肪とは何か？」「蓄積するこ
とで起こる弊害は何か？」「メタボリックシンドロームと
は？」を相手の理解度及び関心度に合わせて説明。
・5年間の健診結果経年変化表と照らし合わせ、「今自
分はどの位置にいるか？」を、できる限り実感を持って
認識してもらう。
・対象者が「行動変容の変化ステージで言う何期にあ
るか？」を判断する。

・行動変容ステージの「準備期」以上の人を対象とす
る。
・内臓脂肪を減らすためのカロリー計算表を使用し、
毎日のカロリー消費が「決して実現不可能な数字では
ない」ことを確認する。
・食事，運動の種類と、カロリーの目安を示し、「これく
らいならやれるかもしれない」と思えるものを日常生活
の現状に即して本人に考えてもらう。

・面接終了時に、目標設定シートに「自分にとっての生
活改善のポイント」を整理し、今後取り組む内容を改め
て明確にする。
・面接終了後すぐに取り組み始められるよう、教室等
のスケジュールを調整する。電話等で取り組みを呼び
かける。
・視覚的に実施結果及び効果を確認できる媒体を利用
し、本人が「変化」を実感できるまで継続意欲の維持向
上に努める。（1ヶ月が目安）
・小グループでの実施方法を取り入れ、仲間意識，ライ
バル意識を継続への意欲に繋げる。

効果的な保健指導 学習教材
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